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日
本
銀
行
の
歴
史
は
古
い
―
―
そ

ん
な
こ
と
は
言
わ
れ
な
く
て
も

わ
か
っ
て
い
る
。
誰
も
が
そ
う
思
う
に

違
い
な
い
。
で
は
、
わ
が
国
の
明
治
時

代
の
憲
法
や
国
会
よ
り
も
歴
史
が
古
い

と
聞
か
さ
れ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
た
い

て
い
の
人
が
、
念
の
た
め
に
歴
史
年
表

で
真
偽
の
ほ
ど
を
確
か
め
た
く
な
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
史
実
を
少
し
並
べ
て
み
る

と
、
日
本
銀
行
開
業
の
七
年
後
の
明
治

二
十
二
年
二
月
十
一
日
、
大
日
本
帝
国

憲
法
（
明
治
憲
法
）
発
布
。
そ
の
翌
年

の
七
月
一
日
に
第
一
回
衆
議
院
総
選

挙
、
十
一
月
二
十
九
日
に
第
一
回
帝
国

議
会
（
第
一
議
会
）
開
会
。

し
か
も
面
白
い
こ
と
に
、
憲
法
の
制

定
も
国
会
の
開
設
も
、
日
銀
の
創
立
と

極
め
て
深
い
関
係
が
あ
る
。
切
っ
掛
け

は
す
べ
て
、
一
つ
の
政
治
的
事
件
に
あ

っ
た
か
ら
だ
。
憲
法
制
定
、
国
会
開
設
、

開
拓
使
官
有
物
払
い
下
げ
な
ど
の
問
題

で
、
政
府
部
内
を
分
裂
さ
せ
た
「
明
治

十
四
年
の
政
変
」
で
あ
る
。

こ
の
政
変
で
、
薩
摩
出
身
の
松
方
正

義
が
大
蔵
卿
（
現
在
の
財
務
大
臣
）
に

就
任
し
、
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
。

緊
縮
財
政
で
有
名
な
、
い
わ
ゆ
る
「
松

方
財
政
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
松
方
の
も
と
で
、
兌
換
銀
行
券
の

一
元
発
行
や
近
代
的
な
貨
幣
制
度
・
金

融
制
度
の
確
立
を
目
指
し
て
、
中
央
銀

行
設
立
に
向
け
た
動
き
が
本
格
化
す
る

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ�

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ�日

本
銀
行
誕
生
秘
話

「
中
央
銀
行
ナ
ル
者
ハ
一
国
金
融
ノ
心
臓
ナ
リ
」

【
明
治
十
五
年
】

日
本
銀
行
は
明
治
十
五
年
十
月
十
日
、
隅
田
川
の
永
代
橋
の
た
も
と
、
日
本
橋
箱
崎
町

で
開
業
し
た
。
明
治
維
新
以
降
、
新
政
府
に
よ
る
不
換
紙
幣
の
乱
発
で
大
イ
ン
フ
レ
が

発
生
し
社
会
不
安
が
広
が
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
通
貨
の
安
定
と
財
政
の
健
全
化
を
図

る
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
進
国
の
中
央
銀
行
制
度
に
な
ら
い
、
わ
が
国
の
中
央
銀
行

と
し
て
日
本
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
実
は
、
中
央
銀
行
と
は
い
え
、
肝
心
の
発
券
（
銀
行
券
の
発
行
）
に
関
し
て

は
、
明
治
十
八
年
五
月
に
最
初
の
兌
換
銀
行
券
を
発
行
す
る
ま
で
の
約
二
年
半
、「
銀

行
券
を
発
行
し
な
い
中
央
銀
行
」
と
い
う
世
界
で
も
珍
し
い
姿
を
示
し
て
い
た
。
そ
こ

に
秘
め
ら
れ
た
真
相
と
は
―
―
。

＊（注）……文中の敬称は省略しました。また、役職名などはすべて当時のものです。
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5

錦絵「永代橋際日本銀行の雪」井上安治画（貨幣
博物館所蔵）。日本銀行は、当時の永代橋（現在
より 100メートルほど上流に位置）のたもとにあ
った北海道開拓使（明治2年7月設置～明治15年2
月廃止）物産売捌所の建物を本店として利用した。
明治29年に、江戸時代に「金座」があった現在の
日本橋本石町へ移転するまでの14年間、ここで営
業を続けた。
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明治政府、「太政官札」発行

新貨条例公布（円制定、金銀貨発行）

国立銀行条例公布

西南戦争

松方正義、大蔵卿に就任

日本銀行条例公布、日本銀行開業（永代橋）

日本銀行券（兌換銀券）の発行開始→銀本位制度確立へ

日本銀行本店、現在の日本橋本石町へ新築移転

貨幣法公布（金本位制度確立）

金融恐慌発生

金輸出再禁止、銀行券の金兌換停止→管理通貨制度へ

太平洋戦争勃発

日本銀行法施行

新円切り替え（旧円券を回収し、新円券に切り替え）

日本銀行法改正

日本銀行のあゆみ
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わ
け
で
あ
る
。

背
景
に
は
、
と
て
も
「
経
世
済
民
」

と
は
言
い
が
た
い
わ
が
国
の
経
済
情
勢

が
あ
っ
た
。
明
治
維
新
以
降
、
政
府
は

富
国
強
兵
と
殖
産
興
業
と
い
う
国
民
的

課
題
を
旗
印
に
掲
げ
、
欧
米
先
進
国
と

肩
を
並
べ
る
近
代
国
家
の
建
設
に
向
け

て
邁
進
ま
い
し
ん

し
た
。
新
貨
条
例
や
国
立
銀
行

（「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
ン
ク
」
の
訳
語
で
、

あ
く
ま
で
民
間
の
銀
行
）
条
例
な
ど
を

制
定
し
て
、
貨
幣
制
度
の
近
代
化
に
も

努
め
た
。
し
か
し
、
い
か
ん
せ
ん
財
政

基
盤
が
脆
弱

ぜ
い
じ
ゃ
くす

ぎ
た
。

追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
明
治

十
年
に
は
西
南
戦
争
が
勃
発
。
政
府
は

巨
額
の
戦
費
を
大
量
の
不
換
紙
幣
の
増

発
で
賄
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の

結
果
、
膨
大
な
紙
幣
が
流
通
し
、
紙
幣

価
値
は
大
幅
に
下
落
し
、
紙
幣
に
対
す

る
信
用
が
大
き
く
揺
ら
い
だ
。

こ
う
し
た
中
、
就
任
し
た
ば
か
り
の

松
方
は
、「
誠
ニ
紙
幣
整
理
ハ
国
家
ノ

財
政
経
済
ニ
於
テ
焦
眉
ノ
急
務
タ
リ
」

（「
進
講
財
務
経
営
之
一
班
」）
と
い
う

確
固
不
抜
の
信
念
で
、
ま
ず
不
換
紙
幣

の
整
理
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

中
央
銀
行
の
必
要
を
論
じ
て
い
た

の
は
、
も
ち
ろ
ん
松
方
一
人
で

は
な
い
。
だ
が
、
中
央
銀
行
設
立
に
寄

せ
る
思
い
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ

り
、
大
蔵
卿
に
就
任
す
る
直
前
、
中
央

銀
行
設
立
に
言
及
し
た
「
財
政
議
」
と

題
す
る
意
見
書
を
既
に
太
政
大
臣
の
三

条
実
美

さ
ね
と
み

に
提
出
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
大
蔵
卿
就
任
の
わ
ず
か
半

年
後
の
明
治
十
五
年
三
月
に
は
、「
日

本
銀
行
創
立
ノ
議
」
と
題
す
る
建
議
と
、

そ
の
注
釈
版
と
も
い
う
べ
き
付
属
書
類

「
日
本
銀
行
創
立
旨
趣
ノ
説
明
」
を
三

条
太
政
大
臣
に
提
出
し
た
。

元
日
銀
理
事
で
一
五
〇
冊
以
上
の
著

書
を
残
し
て
い
る
故
・
吉
野
俊
彦
は
、

日
銀
在
職
中
に
「
や
さ
し
い
日
本
銀
行

史
」
と
銘
打
っ
て
執
筆
し
続
け
て
い
た

浩
瀚
こ
う
か
ん

な
自
著
『
日
本
銀
行
史
』（
全
五

巻
、
春
秋
社
刊
）
の
第
一
巻
に
お
い
て
、

「
日
本
銀
行
創
立
旨
趣
ノ
説
明
」
の
中

の
一
節
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

「
こ
の
節
は
中
央
銀
行
が
国
民
経
済
の

運
営
上
必
要
不
可
欠
な
理
由
を
、
巧
妙

な
比
喩
ひ

ゆ

を
も
っ
て
述
べ
て
い
る
の
で
す

が
、
金
融
を
国
民
経
済
の
『
血
液
』
に

た
と
え
、
中
央
銀
行
を
『
心
臓
』
に
た

と
え
る
の
は
、
随
分
昔
か
ら
な
の
だ
と

い
う
こ
と
が
、
こ
の
文
章
を
読
む
こ
と

に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
」

該
当
部
分
の
原
文
を
少
し
書
き
抜
い

開業当時の日本銀行�
所在地�
▼�

▲� 工部大学校�

▼� 現在の日本銀行所在地�

開業当時の日本銀行�
所在地�
▼�

▲� 工部大学校�

皇� 居�

隅�
田�
川�

皇� 居�

日本橋�日本橋�

▼� 現在の日本銀行所在地�

隅�
田�
川�

1882年（明治15年）開業当時の日本銀行付近の地図（貨幣博物館所蔵）

当時の永代橋。左手遠方に日銀の建物が小さくみえる（上）。ジ
ョサイア・コンドル（工部大学校教師）設計の2階建てレンガ造
りの建物。敷地が隅田川沿いにあることから、水の都ベニスに
ちなんでベネチアン・ゴシック様式が採用されている（右）。松
方正義（左）（写真はいずれも金融研究所保管資料）。
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て
み
る
と
―
―
「
中
央
銀
行
ナ
ル
者
ハ

一
国
金
融
ノ
心
臓
ナ
リ
　
若
シ
此
心
臓

ア
ル
ニ
非
ス
ン
ハ
　
誰
レ
カ
能
ク
全
国

ノ
家
財
ヲ
流
通
シ
　
能
ク
聚
メ
　
能
ク

散
シ
　
繰
縦
離
合
　
其
宜
ヲ
得
セ
シ
ム

ル
ヲ
得
ン
ヤ
」（『
日
本
金
融
史
資
料

明
治
大
正
編
　
第
四
巻
　
松
方
正
義
関

係
文
書
』
大
蔵
省
印
刷
局
発
行
）

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
て
「
日
本
銀
行

創
立
ノ
議
」
の
三
カ
月
後
の
六
月
二
十

七
日
、
中
央
銀
行
の
設
立
を
定
め
る
日

本
銀
行
条
例
が
公
布
さ
れ
た
。「
財
政

議
」
の
段
階
で
は
、「
日
本
帝
国
中
央

銀
行
」
と
い
う
い
か
め
し
い
名
称
が
付

せ
ら
れ
か
ね
な
い
勢
い
だ
っ
た
が
、
正

式
に
「
日
本
銀
行
」
と
い
う
無
難
な
名

前
に
落
ち
着
い
た
。

株
主
の
募
集
も
順
調
に
進
み
、「
資

本
金
一
千
万
円
の
半
額
五
百
万
円
は
政

府
出
資
、
残
り
五
百
万
円
を
全
国
各
地

の
民
間
人
か
ら
募
集
す
る
た
め
七
月
二

十
八
日
新
聞
広
告
を
出
し
た
と
こ
ろ
、

わ
ず
か
二
十
三
日
で
満
額
」
に
な
っ
た

と
い
う
（
前
出
『
日
本
銀
行
史
』）。

本
店
開
設
場
所
も
隅
田
川
の
永
代
橋

の
た
も
と
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
家

Ｊ
・
コ
ン
ド
ル
が
設
計
し
た
二
階
建
て

レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
に
決
ま
っ
た
。
前

年
に
廃
止
に
な
っ
た
北
海
道
開
拓
使
の

物
産
売
捌
所
の
建
物
で
、
当
時
は
大
蔵

省
の
管
理
下
で
空
き
家
に
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
、
条
例
公
布
か
ら
四
カ
月

間
と
い
う
短
期
間
の
う
ち
に
慌
た
だ
し

く
開
業
準
備
が
進
め
ら
れ
、
明
治
十
五

年
十
月
十
日
、
晴
れ
て
開
業
と
な
っ
た
。

五
局
十
三
課
、
人
員
わ
ず
か
五
五
名
で

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

初
代
総
裁
は
、
薩
摩
出
身
の
吉
原

重
俊
。
現
職
の
大
蔵
少
輔

し
ょ
う
ゆ
う（

現

在
の
財
務
次
官
）
か
ら
の
抜
擢

ば
っ
て
き

で
あ
っ

た
。
欧
米
の
留
学
経
験
が
豊
富
な
う
え

に
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
和
漢
洋
の

三
学
に
通
じ
、
社
会
的
な
評
価
も
高
か

っ
た
。
大
蔵
少
輔
と
し
て
、
松
方
財
政

に
全
面
的
に
協
力
も
し
て
き
た
。
い
わ

ば
、
そ
う
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
、

総
裁
就
任
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
し
た
が
っ
て
吉
原
重
俊
が
総
裁
と
し

て
不
換
紙
幣
整
理
に
協
力
し
、
か
た
が

た
日
本
銀
行
の
発
行
す
る
兌だ

換か
ん

銀
行
券

の
流
通
範
囲
を
拡
張
す
る
こ
と
に
熱
意

を
注
い
だ
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ

た
」（
吉
野
俊
彦
著
『
歴
代
日
本
銀
行

総
裁
論
』
毎
日
新
聞
社
刊
）

と
こ
ろ
が
、
中
央
銀
行
に
と
っ
て
本

来
い
ち
ば
ん
肝
心
な
業
務
で
あ
り
、
特

権
と
し
て
付
与
さ
れ
る
の
が
当
然
で
あ

る
は
ず
の
兌
換
銀
行
券
（
日
本
銀
行
券
）

の
発
行
は
、
開
業
か
ら
約
二
年
半
後
の

明
治
十
八
年
五
月
ま
で
待
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
ま

だ
完
全
に
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
収

束
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
最
初
か
ら

兌
換
銀
行
券
を
発
行
し
て
も
、
す
ぐ
に

正
貨
と
兌
換
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
兌
換

銀
行
券
が
市
場
に
流
通
す
る
可
能
性
が

な
い
の
は
明
ら
か
だ
っ
た
か
ら
だ
。

「
こ
の
間
の
日
本
銀
行
は
銀
行
券
を
発

行
し
な
い
中
央
銀
行
と
い
う
世
界
で
も

ま
れ
な
姿
を
示
し
て
い
た
の
で
す
。

（
中
略
）
日
本
銀
行
が
こ
の
よ
う
に
極

め
て
変
則
的
な
中
央
銀
行
と
し
て
出
発

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
英
国
や

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
中
央
銀
行
と
異
な
っ

て
、
政
府
の
金
融
制
度
整
備
の
一
環
と

し
て
人
為
的
に
創
設
さ
れ
た
か
ら
な
の

で
、
も
し
一
つ
の
巨
大
な
発
券
銀
行
が

他
の
発
券
銀
行
の
発
券
機
能
を
集
中
し

錦絵「欲の戯ちから競」（貨幣博物館所蔵）。明治13年に描かれたこの錦絵は、西南戦争後に紙幣
に対する信頼が揺らいでいる当時の様子を「首引き」という遊びになぞらえて描いている。役人
の服を着た政府紙幣「明治通宝札」が米俵に引き寄せられており、「首引き」で劣勢に立つ紙幣
の様子を、左上の役人服を着た金貨と銅貨がどっしりと構えて眺めている。

政
府
紙
幣
「
明
治
通
宝
札
」（
貨
幣
博
物
館
所
蔵
）。
明

治
政
府
が
乱
発
し
て
い
た
旧
紙
幣
類
を
回
収
す
る
た

め
に
発
行
し
た
初
の
洋
式
印
刷
の
紙
幣
。
当
時
の
日

本
は
西
洋
式
色
刷
り
紙
幣
の
製
造
に
つ
い
て
は
未
経

験
だ
っ
た
の
で
、
ド
イ
ツ
の
会
社
に
印
刷
を
依
頼
し
、

国
内
で
「
明
治
通
宝
」
の
文
言
や
官
印
な
ど
を
補
っ

て
完
成
さ
せ
、
発
行
し
た
。

吉原重俊初代総裁。任期：明治15年10月6日
～明治20年12月19日（金融研究所保管資料）。
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つ
つ
自
然
発
生
的
に
中
央
銀
行
に
進
化

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の

よ
う
な
事
態
は
生
じ
得
な
か
っ
た
は
ず

で
し
た
」（
前
出
『
日
本
銀
行
史
』）

そ
れ
で
も
、「
銀
行
の
銀
行
」
と
し
て

の
業
務
（
公
定
歩
合
の
決
定
、
金
融
制

度
の
整
備
と
取
引
の
拡
大
）
や
、「
政
府

の
銀
行
」
と
し
て
の
業
務
（
国
庫
・
国

債
事
務
）
を
遂
行
し
て
い
く
日
銀
に
寄

せ
る
世
間
の
期
待
は
高
か
っ
た
。

例
え
ば
、
東
京
日
日
新
聞
は
開
業
日

当
日
の
十
月
十
日
の
二
面
で
、「
日
本

銀
行
ノ
開
業
」
と
し
て
大
き
く
報
道
。

日
銀
の
業
務
や
経
営
体
制
の
概
説
に
始

ま
り
、
総
裁
・
副
総
裁
・
理
事
な
ど
の

人
物
評
価
を
経
て
、
記
事
を
こ
う
締
め

く
く
っ
た
。

「
日
本
銀
行
ノ
為
メ
国
家
ノ
財
政
ノ
為

ニ
　
総
裁
理
事
共
ニ
其
人
ヲ
得
タ
ル
ヲ

賀
セ
ザ
ル
ベ
ケ
ン
ヤ
」

昭
和
五
十
七
年
、
日
銀
は
創
業
百

周
年
を
記
念
し
、『
日
本
銀
行
百

年
史
』（
全
六
巻
、
資
料
編
一
巻
）
の

刊
行
を
開
始
し
た
。
そ
の
第
一
巻
に
、

「
日
本
銀
行
創
立
の
意
義
」
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
本
行
の
創
立
は
、
明
治
維
新
以
来
早

く
か
ら
開
始
さ
れ
た
政
府
の
近
代
的
通

貨
・
金
融
制
度
の
移
植
・
育
成
努
力

が
、
幾
多
の
曲
折
し
た
道
程
を
経
た
後

に
よ
う
や
く
に
し
て
た
ど
り
つ
い
た
最

終
到
達
点
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
創
立

期
の
本
行
が
い
わ
ゆ
る
官
立
的
・
官
治

的
性
格
を
強
く
帯
び
て
い
た
の
は
そ
の

た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
近
代
経
済

の
本
格
的
発
展
に
先
駆
け
て
本
行
が
設

立
さ
れ
た
ゆ
え
ん
も
こ
こ
に
あ
る
」

創
立
期
、
日
銀
の
処
理
す
べ
き
事
務

は
急
速
に
膨
張
し
、
開
業
の
翌
十
六
年

に
は
早
く
も
移
転
の
話
が
持
ち
上
が
る

ほ
ど
手
狭
に
な
っ
た
が
、
遅
れ
て
い
た

金
庫
の
工
事
も
や
っ
と
完
了
し
、
四
月

二
十
八
日
土
曜
日
、
開
業
か
ら
約
半
年

遅
れ
で
よ
う
や
く
開
業
式
と
夜
会
を
執

り
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
席
上
、
松
方

大
蔵
卿
は
、「
銀
行
ニ
従
事
ス
ル
者

常
ニ
信
用
ノ
二
字
ヲ
忘
却
セ
ス
　
徹
頭

徹
尾
信
用
ヲ
以
テ
基
礎
ト
為
シ
　
漸
次

着
実
ニ
歩
ヲ
進
メ
」
な
ど
の
名
文
句
に

満
ち
た
祝
辞
を
述
べ
、
期
せ
ず
し
て
、

以
後
の
歴
代
総
裁
に
豊
富
な
演
説
ネ
タ

を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。

二
日
後
の
月
曜
日
、
東
京
日
日
新
聞

は
二
面
か
ら
四
面
ま
で
を
使
っ
て
開
業

式
の
特
集
記
事
を
組
み
、
来
賓
の
祝
辞

は
も
と
よ
り
夜
会
の
様
子
ま
で
子
細
に

報
道
し
て
、
こ
う
記
し
た
。

「
吾
曹
ハ
深
ク
　
日
本
銀
行
諸
君
ガ

上
ハ
政
府
ノ
望
マ
ル
ル
所
ヲ
体
シ
　
下

ハ
世
人
ノ
冀
フ
所
ニ
応
ジ
テ
　
是
ヨ
リ

其
業
ヲ
経
営
ア
ラ
バ
　
其
必
ラ
ズ
全
国

ノ
財
政
ニ
向
テ
　
著
ク
効マ
マ

績
ヲ
致
ス
事

ヲ
疑
ハ
ザ
ル
也
」

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
時
が
流
れ
、
今
か

ら
ち
ょ
う
ど
百
十
年
前
の
明
治
二
十
九

年
三
月
二
十
二
日
、
日
本
橋
本
石
町

ほ
ん
ご
く
ち
ょ
うに

現
在
の
本
店
（
現
本
館
）
の
建
物
が
竣

工
す
る
と
、
盛
大
な
落
成
式
を
行
っ
て

移
転
し
た
。
箱
崎
町
の
コ
ン
ド
ル
設
計

の
旧
本
館
は
そ
の
後
も
集
会
所
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
大
正
十
二
年
の

関
東
大
震
災
で
、
付
設
の
家
屋
も
ろ
と

も
焼
失
し
た
。

開
業
地
跡
に
、
創
立
当
時
の
日
銀
を

し
の
ば
せ
る
も
の
は
何
も
残
っ
て
い
な

い
。
創
業
百
周
年
を
記
念
し
て
建
て
ら

れ
た
瀟
洒

し
ょ
う
し
ゃな

石
碑
（「
日
本
銀
行
創
業
の

地
」）
が
、
緑
豊
か
な
歩
道
沿
い
に
、
静

か
に
た
た
ず
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
る
。

「メダマ」マークの由来は明らかではないが、篆書によ
る“日”そのものであり、日銀独自のデザインではない。
明治5年に発行された政府紙幣「明治通宝礼」で、すで
に「大日本政府大蔵省」の“日”の部分に「メダマ」の
字体が印刷されており、明治15年の開業時には、正式
の行章として採用されていたとみられる。明治18年に
発行された最初の日本銀行券にも、総裁印の中央に「メ
ダマ」の行章がデザインされている。明治29年に落成
した本店（現本館）の正面玄関には、「メダマ」を２頭
のライオンが抱き掲げる青銅製のレリーフが取り付けら
れた。

最初の日本銀行券（十円券）と本位銀貨。紙幣は図柄に福の神の大黒天が用いられていることから、
通称「大黒札」と呼ばれる。日銀は銀貨と各種紙幣（政府紙幣、国立銀行紙幣）間の価値が安定する
のを待って、開業から約2年半後の明治18年、写真のような兌換銀行券の発行を開始した（銀本位制度
の確立）。額面の下に「銀貨と引き換える」旨の文言があるが、この場合は本位銀貨10枚と同等の価値
であることを示している。

昭和57年11月、創業百周年を記念し、
開業地（現在の中央区日本橋箱崎町 1番
地）に記念碑が建てられた。


